
当
日
は
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
が
開
催
さ
れ
、
名
大
構
内
は
学
生
だ
け

で
な
く
父
兄
や
卒
業
生
も
各
種
催
し
に
参
加
さ
れ
る
中
、
キ
タ
ン
会
は

キ
タ
ン
ホ
ー
ル
に
て
10
時
半
よ
り
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
留
学
生
へ
の
海
外
派

遣
奨
学
金
授
与
式
と
留
学
報
告
会
（
下
記
）
を
は
じ
め
に
行
っ
た
後
、

「
２
０
２
２
年
度
第
3
回
理
事
会
」
を
11
時
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

　

留
学
報
告
会
、
緊
張
し
ま
し
た
。

　

鈴
木
会
長
か
ら
も
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
、

活
躍
さ
れ
て
い
る
理
事
の
方
々
に
も
お
会
い

で
き
、
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

就
活
・
研
究
と
今
ま
で
以
上
に
頑
張
り
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

経
済
学
研
究
科
土
井
研
究
室

社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
専
攻 

兵
藤
　
賢

（M1）

　

キ
タ
ン
会
は
、
従
来
か
ら
大
学
支
援
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
国
際
人
材
の
育
成
に
貢
献
す

る
こ
と
に
繋
が
る
学
生
の
海
外
留
学
支
援
は
大
き
な
ウ

エ
イ
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
支
援
の
概
要
は
、

　

1 

名　

称
：
キ
タ
ン
海
外
派
遣
奨
学
金

　

2 

対
象
者
：
大
学
か
ら
の
推
薦

　

3 

金　

額
：
５
０
，
０
０
０
円
た
だ
し
、

　
　
　
　
　
　

キ
タ
ン
会
学
生
会
員
は
７
０
，
０
０
０
円

　

在
学
中
で
あ
れ
ば
、
2
回
ま
で
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
近
年
、
コ
ロ
ナ
で
実
施
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
年
か
ら
よ
う
や
く
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

キ
タ
ン
海
外
派
遣
奨
学
金

フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
体
験
記

　

９
月
の
１
か
月
間
、
ド
イ
ツ
・
フ
ラ

イ
ブ
ル
ク
に
滞
在
し
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク

大
学
の
サ
マ
ー
コ
ー
ス
に
参
加
し
た
。

３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
、
大
き
な
期
待
を
持
っ
て
臨
ん
だ
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
平
日
の
午
前
は

ド
イ
ツ
語
の
コ
ー
ス
を
受
講
し
、
午
後

や
週
末
は
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
市
街
や
周
辺

の
街
、
国
を
巡
っ
た
。
ド
イ
ツ
語
の
コ

ー
ス
は
様
々
な
国
か
ら
同
世
代
の
学
生

達
が
参
加
し
て
お
り
、
英
語
や
ド
イ
ツ

語
が
飛
び
交
う
非
常
に
エ
キ
サ
イ
テ
ィ

ン
グ
な
授
業
で
あ
っ
た
。
彼
ら
と
は
授

業
の
内
容
だ
け
で
な
く
、
お
互
い
の
文

化
や
将
来
へ
の
考
え
な
ど
を
語
り
合

い
、
よ
り
親
密
な
関
係
を
築
く
こ
と
が

で
き
た
。
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
の
街
を
一
望

で
き
る
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
で
、
特
に
仲
を

深
め
た
ア
メ
リ
カ
、
メ
キ
シ
コ
の
学
生

と
飲
ん
だ
ド
イ
ツ
ビ
ー
ル
の
味
は
格
別

で
あ
っ
た
。

　

授
業
以
外
の
時
間
で
は
積
極
的
に
街

を
散
策
し
、
街
並
み
や
文
化
な
ど
の
日

本
と
の
違
い
を
体
験
す
る
こ
と
に
努
め

た
。
具
体
的
に
は
、
欧
州
で
盛
ん
な
サ

ッ
カ
ー
を
現
地
で
観
戦
し
た
。
地
元
愛

の
強
い
フ
ァ
ン
が
一
堂
に
会
し
て
応
援

す
る
熱
気
は
、
日
本
で
は
感
じ
る
こ
と

が
で
き
な
い
ほ
ど
凄
ま
じ
く
、
帰
宅
し

て
も
耳
鳴
り
が
止
ま
ら
な
い
ほ
ど
で
あ

っ
た
。
観
戦
し
た
試
合
で
Ｓ
C
フ
ラ
イ

ブ
ル
ク
に
所
属
す
る
日
本
代
表
の
堂
安

律
選
手
が
ゴ
ー
ル
を
決
め
、
貴
重
な
瞬

間
に
立
ち
会
う
こ
と
も
で
き
た
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
「
統
一
通

貨
の
使
用
や
人
・
モ
ノ
の
移
動
が
自
由

な
地
域
で
は
物
価
水
準
が
同
じ
に
な

る
」
と
い
う
経
済
学
的
な
考
え
の
下
、

欧
州
の
物
価
調
査
を
行
っ
た
。
生
鮮
食

品
や
飲
料
、
工
場
で
の
加
工
品
等
の
デ

ー
タ
を
４
か
国
分
集
め
、
各
国
の
物
価

水
準
を
比
較
し
た
。
各
国
で
の
モ
ノ
の

生
産
量
や
生
産
地
に
よ
っ
て
物
価
に
差

が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
、
１

時
点
で
の
国
の
特
徴
を
限
ら
れ
た
側
面

か
ら
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
国
を

跨
い
で
同
質
の
モ
ノ
を
見
つ
け
る
こ
と

に
非
常
に
苦
労
し
た
が
、
そ
の
中
で
も

国
際
比
較
を
で
き
た
価
値
は
大
き
い
。

国
際
経
済
学
を
専
攻
す
る
私
に
と
っ

て
、
今
回
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
実

感
を
持
っ
て
学
問
す
る
た
め
に
非
常
に

有
意
義
な
経
験
で
あ
っ
た
。

　

今
回
の
研
修
は
為
替
の
影
響
も
あ
り
、

キ
タ
ン
会
を
は
じ
め
経
済
学
研
究
科
の

ご
支
援
が
非
常
に
心
強
く
感
じ
た
。

　

心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
は
報
告
事
項
、
①
「
キ
タ
ン

会
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
」
②
「
Ｉ

Ｔ
化
推
進
に
つ
い
て
」
③
「
２
０
２
２

年
度
収
支
報
告
（
４
〜
９
月
）」
④
「
キ

ャ
リ
ア
形
成
講
習
（
２
面
参
照
）・
そ

の
他
」
の
4
件
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
キ
タ
ン
会
今
後
の
活
動
に
つ
い

て
」
は
大
黒
事
務
局
長
か
ら
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
昨
年
１
０
０
周
年
記

念
式
典
を
終
え
て
新
た
な
ス
テ
ー
ジ

に
た
ち
、
正
副
会
長
＆

事
務
局
が
一
丸
と
な
り

各
種
活
動
に
つ
い
て
再

考
、
従
来
か
ら
存
在
す

る
活
動
（
公
益
事
業
、

出
版
事
業
、
支
部
活
動

等
運
営
事
業
な
ど
）
の

見
直
し
だ
け
で
な
く
、

近
年
開
始
し
た
活
動
（
学

生
が
参
加
す
る
キ
ャ
リ

ア
キ
タ
ン
会
Ｐ
Ｊ
、
オ

ン
ラ
イ
ン
新
春
講
演
会

な
ど
）
の
進
展
を
図
り
、

さ
ら
に
新
し
い
活
動
（
学

生
会
員
の
満
期
年
で
の

同
期
会
企
画
な
ど
）
も
検
討
し
て
い

く
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
Ｉ
Ｔ
化
推
進
に
つ
い
て
」
は
辻
事

務
局
次
長
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

現
行
シ
ス
テ
ム
で
問
題
が
散
見
さ
れ

る
、“
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
”
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
（
下
記
）
と
“
会
員
情
報
登
録
”

の
見
直
し
に
つ
い
て
そ
の
進
捗
状
況

が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

2022
10月15日
（土）
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代
表
取
締
役

不
動
産
鑑
定
士

原
科　

篤

電  

話　
０
５
２―

３
２
５―

８
０
７
３

ウ
ェ
ブ https://harashina.co.jp

Ｅ
メ
ー
ル kantei@

harashina.co.jp

（S63）

株
式
会
社 

愛
一
は
ら
し
な
鑑
定

「
愛
知
県
で
一
番
頼
れ
る
不
動
産
鑑
定
士
」を
目
指
し

　

最
高
顧
問 

山
田
康
雄（
Ｓ
35
）

　
　

取
締
役
社
長 

山
田
大
輔

1
七
三
三 

ー 

二
二
〇
一 

〈
併
設
機
関
〉
医
療
法
人
社
団 

三
和
会 

鶴
舞
ク
リ
ニ
ッ
ク

1
七
三
三 

ー 

一
三
九
三

　現在のHPは、開設してからかなり時間が経過している
ため、ページレイアウト、デザイン、機能を一新することに
しました。HPのページ設計から運用のサポートまで、外部
の専門家（B-flat）に委託し、ページレイアウト、コンテンツ
の他、裏で走るシステムまで一元的に管理できる体制に

します。
　コンテンツの中身ですが、卒業生向けの他、学生会員
向けも盛り込んでいきます。図表を参照ください。
　リニューアルにあたって、各支部からの情報を集約させ
ていただきます。お忙しいところ申し訳ありませんが、協
力をお願いします。
　なお、ページデザインはキャリアキタン会メンバー有志
に担当してもらっています。学生の感性が反映されたもの
になると思います。

●テーマ ： 2028年を見据えた名大のビジョンと、
　　　　　そこで求められる経済学部の役割について
●杉山総長のプロフィール

早稲田大学理工学部卒
早稲田大学大学院理工学研究科物理学及び応用物理学専攻博士前期課程修了
広島大学大学院理学研究科物理学専攻博士後期課程修了

▶専攻
　理論天文学/天体物理学、宇宙論、観測的宇宙論、
　宇宙マイクロ波背景放射、宇宙の大規模構造 

▶︎業績
宇宙初期の密度揺らぎによる、宇宙マイクロ波背景輻射の揺らぎ
の性質を、Wayne Huとの数々の共著論文などにおいて相対論
的に定式化して計算する方法を開発した。この方法はその後の
COBE、WMAPの観測結果との比較から、宇宙年齢やダークマ
ターの存在量、ダークエネルギーの存在を明らかにする端緒となる
先駆的な研究である。〜ウィキペディア

一般人には、理解が難しい研究をされていますが、早稲オケでフルート
を吹いていた経験もあり、無類のクラシック好きという一面もあります。

●参加方法
①キタンホールでのリアル聴講
②オンラインでの聴講
いずれかでご登録ください。ただし、どちらも先着100名
とさせていただきます。

　10月15日の理事会終了後、HPの顔になるメインビジュアルを、キタン
ホール、演習室ほかで理事の伊東さん、稲垣さん、佐藤さんと学生さんを
モデルに撮影をしました。
　撮影にあたって、目黒君（3年）李君（2年）南君（1年）の3人が、絵コンテの
作成、当日の段取、ディレクターを担ってくれたほか、4人の学生がモデル
として参加してくれました。
　テーマは「同じベクトルで歩む」です。天気にも恵まれ良い写真が撮れ
たと思います。参加の皆さん、本当にありがとうございました。
　出来映えは、実際にHPを見てお確かめください。

メインビジュアル撮影

●ホームページサイトマップ

支部情報

●支部紹介
●支部総会・
　イベント情報
　（告知）
●支部総会・
　イベント
　レポート

●卒ゼミ会（イベント）
　情報及び開催告知
●同期会・
　イベント情報
　（告知）
●同期会・
　イベントレポート

●学生向け
　イベント告知
●キャリアキタン会
　イベント告知
　およびレポート
●ネイバーズイベント
　告知およびレポート

●イベント知告
●イベントポート

●概要
●組織
●会費納入の
　お願い

●問合せフォーム●新聞記事抜粋●ＯＢの活躍
　などを紹介

卒年次/
卒ゼミ情報

その他
キタン会情報

学生のぺージ
（キャリアキタン会・
ネイバーズ）

キタン会主催
イベント情報

キタン新聞 キタン会に
ついて

問合せ

参加／名簿登録フォーム

TOP　●News　●各種ナビゲーションメニュー　●ピックアップ情報　●SNS連携　など

キタン会HPリニューアル
〜新HPのローンチは2022年12月1日

 今回は、講師に杉山総長を
お招きしていて

話を伺います。

新春講演会のご案内

登録は
こちらから

「キタン会ＨＰ」にアクセスし、「名前・
電話番号・メールアドレス 等」を入力

「参加方法を選択」、「送信」していただ
ければ登録できます。
12月1日（木）より受付開始。
なお、締め切りは12月18日（日）です。

2023年 10：30〜11：301月 7日 キタンホール

2023年
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（昭和30年10月15日第三種郵便物認可）　（第802号）（1）　　　令和4年（2022年）11月20日◯C　（日曜日）

ご 協 力 お 願 い し ま す 企 業 広 告 　 《 賛 助 広 告 大 募 集 で す 。 》

発行人　大黒輝夫

増刊号

一般社団法人キタン会発行

定価150円
奇数月1回（20日）

購読料は会費に含む
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